
ヒューマノイドロボットのキープレイヤーと応用

先：特許と事業戦略から読み解く市場動向 
 

エグゼクティブサマリ 
 

●​ 技術分野の市場概観と重要性​
ヒューマノイドロボット市場は、2024年から2025年にかけて、深刻化する世界的な労働力不足 
1 と、大規模言語モデル（LLM）に代表されるAI技術の飛躍的進化 2 という二つの強力な推進
要因が交差し、巨額の投資が集中する「転換期」を迎えています。金融機関による市場予測は

過去1年で劇的に上方修正され 2、自動車製造や物流の現場での実証実験（PoC）が急速に進
展しています 3。 

●​ 本レポートで分析する「主要な戦略グループ」の分類と、そこに属する主要プレイヤー​
本レポートは、技術蓄積（特許）、事業規模（生産・IR）、戦略投資（アライアンス）の3基準に基づ
き、主要プレイヤーを以下の4つの戦略グループに分類します。 
1.​ 垂直統合型 (The Verticals): AI、ハードウェア、生産、導入先（自社工場）まで一気通貫で
手掛ける戦略。 (例：Tesla) 

2.​ ハイパースケール・スタートアップ (The Hyperscalers): 巨額のVC資金を調達し、大手企
業（自動車・物流）とのパートナーシップで市場投入を急ぐ戦略。 (例：Figure AI, Agility 
Robotics, Apptronik) 

3.​ IP・ニッチ特化型 (The Specialists): 特許ポートフォリオの構築 5 や、特定用途（医療リハ
ビリ 7、産業用 8）に特化し、堅実な事業基盤を目指す戦略。 (例：Sanctuary AI, Fourier 
Intelligence, UBTECH) 

4.​ レガシーR&D・アライアンス型 (The Legacy Alliance): 豊富なR&D資産（特許）を背景
に、買収（Hyundai）、アライアンス（Toyota）、または戦略的転換（Honda）で市場に関与す
る伝統的製造企業。 (例：Hyundai (Boston Dynamics), Toyota (TRI), Honda) 

●​ 主要な技術応用先の分類 
○​ 現在（商用化・PoC）: 自動車製造ライン（反復的な部品組み付け、検査）3、物流倉庫（ケー

スハンドリング、コンテナ（トート）の移動）4。 
○​ 未来（開発段階）: ヘルスケア・高齢者介護（薬剤搬送、リハビリ支援）11、家庭内労働（片付

け、洗濯）13、極限環境（宇宙開発 14）。 
●​ 市場全体の主要トレンドと今後の課題 

○​ トレンド: 「AI（頭脳）」がハードウェア（身体）の開発を牽引する構図が明確化しています 2。
AIの進化がコスト低下を促進し（直近で40%減と予測を上回るペース）2、商用化のタイムラ

インを前倒しにしています。 
○​ 課題: 1) 依然として高額な製造コスト 15、2) 人間との協働環境における安全性・信頼性の
担保 12、3) VCマネー主導の「ハイプ（過度な期待）」と、実際の性能・ROI（投資対効果）との



ギャップ 17。 

 

本文 
 

 

【第1章】技術分野の定義と市場概観 
 

●​ 対象技術の範囲定義​
本レポートにおいて「ヒューマノイドロボット」とは、人間の身体構造（特に二足歩行能力、および

双腕によるマニピュレーション能力）を模倣した形態を持つロボット技術と定義します。その技術

的な核心は、人間のために設計された既存のインフラストラクチャやツール（例：階段、ドアノ

ブ、通路、工具）を、大規模な改修や専用の自動化設備を導入することなく、そのまま活用でき

る点にあります 1。これにより、汎用的な物理作業を自律的または半自律的に実行することを目
指します。 

●​ 現在の市場規模と成長予測​
ヒューマノイドロボットの市場規模に関する評価は、特に2024年から2025年にかけて、AI技術
の急速な進展を背景に劇的に変化しています。​
複数の市場レポートがこの成長トレンドを示していますが、その予測規模には大きな幅がありま

す。例えば、Grand View Research (2024年) は、世界市場規模を2024年時点で15.5億ドルと
推定し、2025年から2030年にかけて年平均成長率（CAGR）17.5%で成長し、2030年には40.4
億ドルに達すると予測しています 19。​
一方で、AIの進展をより強く織り込む投資銀行の予測は、これを遥かに上回る規模となってい
ます。Goldman Sachs (2024年2月) は、ヒューマノイドロボットの市場規模予測を、わずか1年
前の「2035年までに60億ドル」という予測から、「2035年までに380億ドル」へと、6倍以上に大
幅に引き上げました 2。さらに、Morgan Stanley (2024年5月) は、より長期的な視点から、
2050年までに市場が5兆ドルを超える可能性があると予測しています 20。​
この予測の「急変動」こそが、現在の市場が大きな転換点にあることを示しています。 

●​ ビジネス上の重要性​
現在、ヒューマノイドロボットがこれほどまでに注目を集める理由は、主に以下の3点に集約され
ます。 
1.​ 深刻な労働力不足への対応: 世界的な高齢化と生産年齢人口の減少は、製造 21、物流 22

、ヘルスケア 11 といった労働集約型産業において、構造的な人手不足を引き起こしていま
す 1。特に「3D」と呼ばれる「危険 (Dangerous)」「退屈 (Dull)」「反復的 (Repetitive)」な作業
の担い手確保は、企業の存続に関わる喫緊の経営課題です。 

2.​ インフラ非依存性（環境適合性）: ヒューマノイドロボットの最大のビジネス価値は、前述の
定義の通り、人間用に作られた既存の設備やレイアウトをそのまま活用できる点にありま

す 1。従来の自動化（例：産業用ロボットアーム、AGV）が、安全柵の設置や床の磁気テープ



敷設など、ロボットに合わせた「環境側」の大規模な改修を必要としたのに対し、ヒューマノ

イドは「人」の代替としてそのまま投入できるため、導入コストと柔軟性の面で圧倒的に有

利になる可能性があります。 
3.​ 「Embodied AI（身体性AI）」の器として: 2023年以降の生成AI、特に大規模言語モデル（

LLM）のブレークスルー 2 が、市場の認識を根本から変えました。AIが言語や常識を理解
し始めたことにより、ロボットに「この荷物をあそこへ運んで」といった曖昧な指示を与えるだ

けで、ロボットが自ら計画を立てて物理的なタスクを実行する「Embodied AI」23 の実現可
能性が飛躍的に高まりました。Goldman Sachsが市場予測を6倍以上に引き上げた最大
の理由も、「AIの進歩が予想を上回った」ことにあると明記しています 2。​
さらに、AIによる開発加速とサプライチェーンの成熟（例：安価なアクチュエータやセンサー
の登場）が、製造コストの低下を後押ししています。従来、年間15〜20%減と予測されてい
た製造コストは、直近で40%減という予測を上回るペースで低下しており、これが商用化へ
のタイムラインを劇的に短縮させています 2。 

 

【第2章】キープレイヤーの特定と戦略グループ分類 
 

本レポートでは、過去5年間の特許出願動向（分析基準1：技術蓄積）、IR資料や市場シェア、生産能
力（分析基準2：事業規模）、およびVC（ベンチャーキャピタル）による資金調達額や大手企業とのア
ライアンス（分析基準3：戦略投資）という3つの分析基準を総合的に評価し、現在のヒューマノイドロ
ボット市場の構造を最もよく表すものとして、主要プレイヤーを以下の4つの戦略グループに分類しま
す。 

●​ グループ1：垂直統合型 (The Verticals) 
○​ 定義: AIソフトウェア（頭脳）、アクチュエータや制御基板などの基幹部品（神経・筋肉）、ロ
ボット本体の設計・製造（身体）、さらに初期の主要な導入先（実証・活用の場）まで、バ

リューチェーンのほぼ全てを自社グループ内で完結させようとする戦略。サプライチェーン

の完全な掌握と、AI開発からハードウェア製造、実運用データの収集・学習に至るフィード
バックループの高速化を目的とします。 

○​ 該当企業: Tesla 
○​ 選定理由: Teslaは、ヒューマノイドロボット「Optimus」の開発において、自社のFSD（完全自
動運転）開発で培ったAI技術（分析基準1）24 と、EV製造で構築したギガファクトリーの高度
な生産技術（分析基準2）25 を最大限に活用する戦略を公言しています。また、最初の導入
先として自社工場を充てる（分析基準3）24 ことで、他社に依存しないクローズドなエコシス
テムを構築しようとしており、この戦略の唯一無二の推進者です。 

●​ グループ2：ハイパースケール・スタートアップ (The Hyperscalers) 
○​ 定義: 2022年以降の「AIブーム」を背景に、巨額のベンチャーキャピタル資金（数億ドル規
模）を調達し（分析基準3）、その資金力をテコにAIとハードウェアの開発スピードを極限まで
高める戦略。同時に、自動車、物流業界の巨大企業を「アンカー・カスタマー（初期の大口

顧客）」として巻き込み、実証実験（PoC）を通じて迅速な市場投入（GTM）とプロダクトマー
ケットフィット（PMF）を目指します。 



○​ 該当企業: Figure AI, Agility Robotics, Apptronik 
○​ 選定理由: Figure AIは、Microsoft, NVIDIA, OpenAI, Bezos Expeditionsなどから巨額の
資金調達（2024年2月時点で6.75億ドル 27、2025年にはSeries Cで10億ドル超 29）を達成

し、BMWというアンカー・カスタマーを獲得しています（分析基準3）3。Agility Roboticsは、
Amazonのイノベーション・ファンドから出資を受け、Amazonの施設で実証実験を行う強力
なパートナーシップを構築しています（分析基準3）4。Apptronikも、Mercedes-BenzやGXO 
Logisticsといった業界の巨人と提携しています（分析基準3）31。 

●​ グループ3：IP・ニッチ特化型 (The Specialists) 
○​ 定義: グループ2のような巨額の資金調達競争やハイプとは一線を画し、特定の技術領域
（例：触覚、マニピュレーション）における特許ポートフォリオの構築（分析基準1）5、または特

定用途（例：医療リハビリ、産業検査、教育）に特化した堅実な事業（分析基準2）を先行さ
せる戦略。長期的な「技術的優位性（IPモート）」または「市場的優位性（特定顧客の深掘
り）」の確立を優先します。 

○​ 該当企業: Sanctuary AI, Fourier Intelligence, UBTECH 
○​ 選定理由: Sanctuary AIは、特許分析において、スタートアップとして唯一、大企業群に匹
敵する強固なポートフォリオを保有していると指摘されています（分析基準1）18。Fourier 
Intelligenceは、リハビリテーション分野での既存事業（分析基準2）を強みとし、そこから
ヒューマノイド（GR-1）へ展開しています 7。UBTECHは、香港証券取引所に「ヒューマノイド
第1号」として上場し（分析基準3）8、中国のEV工場から具体的な大型受注（分析基準2）8 を
獲得しており、VCマネーとは異なる強固な事業基盤を持ちます。 

●​ グループ4：レガシーR&D・アライアンス型 (The Legacy Alliance) 
○​ 定義: ASIMO 32 や初期のAtlas 33 に代表されるように、長年にわたるロボット研究開発の
歴史を持ち、膨大な特許・技術資産を保有する（分析基準1）18 伝統的な製造企業群。現
在、彼らは「自社単独での汎用ヒューマノイド開発」という従来の路線から、より現実的かつ

多角的な戦略（買収、戦略的アライアンス、既存資産の他分野への転用）へとシフトしてい

ます（分析基準3）。 
○​ 該当企業: Hyundai (Boston Dynamics), Toyota (Toyota Research Institute - TRI), 

Honda 
○​ 選定理由: Hyundai（現代自動車）は、Boston Dynamicsを買収し（分析基準3）33、その最

先端技術を自社のEV新工場（Metaplant）で活用する戦略です（分析基準2）34。Toyotaは、
自社（TRI）のAI技術（LBM）36 を、競合であるHyundai傘下のBoston DynamicsのAtlasに
提供するという、高度なアライアンス戦略（分析基準3）37 を選択しています。Hondaは、
ASIMO開発で培った技術資産（分析基準1）18 を、EV用OS（ASIMO OS）40 やアバターロ
ボット 42 へと転用する、明確な「戦略的転換」を行いました。 

 

【第3章】主要な技術応用先の分析 
 

●​ 「現在」の応用先：商用化​



ヒューマノイドロボットの商用化は、2024年から2025年にかけて、研究開発フェーズ（R&D）か
ら、特定の顧客との契約に基づく初期の導入・実証実験（PoC）フェーズへと明確に移行しまし
た。応用先は、労働力不足が深刻で、かつROI（投資対効果）を算出しやすい「自動車製造」と
「物流倉庫」の2大分野に強く集中しています。 
○​ 自動車製造:​
最も先行している分野です。特に、自動化が困難であったり、作業員への身体的負荷が高

かったりする、反復的かつ非人間工学的なタスク（例：屈む、上を向く、狭い空間での作業）

がターゲットとされています。 
■​ Figure AI (Figure 02): BMW Manufacturingとの商業契約に基づき、サウスカロライ
ナ州スパータンバーグ工場に導入されています 3。具体的なタスクとして、板金部品の
組立ラインへの挿入などが報告されています 9。 

■​ Apptronik (Apollo): Mercedes-Benzとのパートナーシップが発表されています 31。 
■​ UBTECH (Walker S2): 中国の複数の新エネルギー車（EV）およびバッテリー製造ライ
ンに導入され、検査、ロジスティクス、部品の取り扱いなどのタスクに従事しています。

2025年には、主要顧客から8億元（約159億円）規模の大型受注を獲得したと報じられ
ています 8。 

■​ Hyundai (Boston Dynamics): 2025年後半より、Hyundaiのジョージア州のEV・バッ
テリー工場（Metaplant America）にAtlasが試験導入される計画です 34。 

○​ 物流・倉庫業務:​
自動車製造と並ぶ、もう一つの主要市場です。EC（電子商取引）の拡大に伴う物量の爆発
的増加と人手不足が背景にあります。 
■​ Agility Robotics (Digit): Amazonとの強固なパートナーシップが特徴です 30。

Amazonのシアトル近郊の施設で、荷物が入っていた空の「トート（プラスチック製のカ
ゴ）」を移動・リサイクルする作業をテスト中です 4。 

■​ Apptronik (Apollo): 大手3PL（サードパーティ・ロジスティクス）プロバイダーである
GXO LogisticsとR&Dパートナーシップを締結し、物流倉庫内でのタスク（例：トレーラー
への荷物の積み下ろし）を研究しています 31。 

●​ 「未来」の応用先：開発段階​
特許情報、各社のR&D発表、および実証実験の動向から、3〜5年後（2027年〜2030年頃）に
商用化が期待される応用先は以下の通りです。 
○​ ヘルスケア・高齢者介護:​
製造・物流以上に深刻な人手不足が予測される分野であり、多くのプレイヤーが長期的な

ターゲット市場として位置づけています 11。 
■​ 病院内ロジスティクス: 薬剤や医療備品の搬送、リネン交換、消毒作業など、医療ス
タッフを非臨床業務から解放するタスク 11。 

■​ リハビリテーション支援: Fourier IntelligenceのGR-1 7 のように、患者の歩行訓練や動
作を物理的にサポートするタスク 11。 

■​ 高齢者ケア・コンパニオン: 高齢者施設や在宅での日常生活動作（ADL）の支援、見守
り、会話による不安の軽減や孤独感の解消 11。 

○​ 家庭内労働:​
市場の最終的なゴール（Total Addressable Market）としては最大と目されています。市場
レポートでは、2035年頃までに家庭用ヒューマノイド市場が急成長すると予測されています 



2。タスクとしては、洗濯物の折りたたみ、食器洗い、部屋の片付け、料理支援などが想定
されます。Appleがスマートホーム戦略の一環として卓上ロボットアーム（2027年頃）などを
開発中との報道もあり 49、大手IT企業の参入が市場拡大のトリガーとなる可能性がありま
す。 

○​ 小売・接客:​
店舗での商品陳列（在庫補充）、清掃、顧客案内、バックヤードでの荷受け作業などが想定

されます。 
○​ 極限環境・特殊作業:​
人間が立ち入ることが困難、または高コストな環境での作業です。 
■​ 宇宙開発: Elon Muskは、TeslaのOptimusを2026年後半にSpaceXのStarshipで火星
に輸送する計画に言及しています 14。また、軌道上サービス（衛星の修理や燃料補給）

も「空白地帯」として注目されています 50。 
■​ ニッチな製造業: 51 で報じられている「人毛ウィッグの製造」のように、非常に高度な器
用さ（デクステリティ）を要するため、これまで自動化が不可能とされてきた「職人技」の

領域。 
●​ ポテンシャルと導入障壁 

○​ 市場性（ポテンシャル）: 
■​ 短期（1〜3年）: 「製造」および「物流」分野。ROIが明確であり、作業環境も比較的構造
化されているため、市場を牽引します。 

■​ 中長期（3〜10年）: 「ヘルスケア」および「家庭」。対象となる労働市場の規模（例：
Sanctuary AIは世界の労働市場を60兆ドルと試算 5）は製造業を遥かに凌駕してお
り、長期的な最大のポテンシャルを持ちます。 

○​ 導入障壁: 
■​ コスト: 最大の障壁です。現状、1台あたりのコスト（数十万ドル）が、人間や他の自動化
機械に比べて高すぎます 15。Goldman Sachsはコストが$30,000〜$150,000のレン
ジまで低下してきたと分析 2 していますが、Teslaが目標とするCOGS（製造原価）2万ド
ル 26 のような、劇的なコストダウンが大量導入には不可欠です。 

■​ 安全性と信頼性: 特にヘルスケアや家庭環境では、予測不可能な人間の動きの中で、
絶対に人間に危害を加えない高度な安全性が求められます 12。これは技術的に最も

困難な課題であり、「フェイルセーフ」の確立には時間がかかります。 
■​ 性能ギャップ（器用さと速度）: 現在のロボットは、人間の作業速度や、柔らかいものや
複雑な形状の物体を器用に扱う能力（デクステリティ）において、まだ人間に及びませ

ん 17。17 (Interact Analysis) は、この性能ギャップが埋まらない限り、市場はハイプ（過
度な期待）に反してゆっくりとしか成長しない（2032年時点でも出荷台数は4万台程度）
と慎重な予測を出しています。 

 

【第4章】主要戦略グループ別の詳細分析 
 

本章では、【第2章】で定義した4つの戦略グループに属する主要企業について、IR、プレスリリース、



業界ニュース等の一次情報を網羅的に分析し、各社の戦略を詳細に解剖します。 

 

4-1. グループ1「垂直統合型」の戦略：Tesla 

 

●​ 企業概要: Tesla, Inc. 
●​ 戦略分析:​

TeslaのOptimusプログラム 24 は、ヒューマノイドロボット市場における最も野心的かつ異質な
存在です。その戦略は、AI、ハードウェア、製造、そして初期導入先（自社工場）の全てを自社で
完結させる「完全な垂直統合」です。この戦略は、他社（特にグループ2）がパートナーシップに
よるスピードを重視するのとは明確に対照的です。 
1.​ AIの垂直統合: Teslaの最大の強みは、Optimusの「頭脳」として、EV（電気自動車）のFSD
（Full-Self Driving：完全自動運転）プロジェクトで開発・蓄積された膨大なAI技術（コン
ピュータビジョン、AIモデル、トレーニングインフラ）を転用・活用できる点にあります 24。他

社がゼロから構築しなければならない「AI開発」のコストと時間を、Teslaは実質的にEV事
業と共有（シェア）できるという、圧倒的な競争優位性を持っています。 

2.​ ハードウェアの垂直統合: アクチュエータや制御システムなど、ロボットの性能を左右する
基幹部品の多くを内製化する方針を採っています。これは、コストダウンと性能の最適化を

両立させるためのTeslaの常套戦略です。 
3.​ 生産の垂直統合: Giga Texas（ギガファクトリー・テキサス）などで培ったEVの大量生産技
術（例：ギガプレス）を活用し、ロボット自体の製造コストを劇的に下げることを目指していま

す。CEOのElon Muskは、Optimusの目標製造原価（COGS）を「2万ドル」と公言しています 
26。 

4.​ 導入の垂直統合: 最初の、そして最大の顧客は「Tesla自身」です。2025年中に自社工場で
1,000台以上を稼働させる計画（2024年6月時点）24 があり、これにより外部顧客（例：
BMWやAmazon）の要求や仕様に左右されることなく、自社の製造ラインのニーズに最適
化した形で実証と改良のフィードバックループを、他社の追随を許さない速度で回すことが

可能です。 
●​ ロードマップとIR情報 (2025年)​

Teslaは2025年に入り、Optimusに関する具体的なロードマップと生産計画の解像度を上げて
きました。 
○​ Q3 2025（2025年第3四半期）の発表: 2025年10月に発表された株主向け資料 52 および
決算説明会 54 は、Optimusプログラムの進捗に関する重要な節目となりました。 
■​ 生産ラインの設置: 株主向け資料において、「Optimusの第1世代生産ライン（First 

generation production lines）が、量産開始に先駆けて現在インストール中である」と
公式に発表されました 53。これは、Optimusが単なるR&Dプロジェクトではなく、具体的
な「量産」フェーズに移行しつつあることを示す、最も重要な公式発表です。 

■​ V3プロトタイプの予告: Elon Muskは決算説明会で、次世代の「生産意図のプロトタイ
プ（production-intent prototype）」、通称「V3」がQ1 2026（2026年第1四半期）、おそ
らく2月か3月に発表される予定であると述べました 25。 

○​ 生産目標の「野望」と「現実」: 



■​ 野望: Q3 2025の決算説明会 54 および2025年11月の株主総会 55 において、Muskは
「年間100万台」規模のOptimus生産ラインの構築を開始していると述べました 25。こ

れは、ヒューマノイドロボット市場全体（19 の予測では2030年で数万台規模）を遥かに
超越する、Teslaの野望の大きさを示しています。 

■​ 現実: この「100万台」という数値は、あくまで将来的なラインの「生産能力（キャパシ
ティ）」の目標値であり、2026年の実際の生産台数ではないと注釈されています 25。短

期的な生産目標については、2025年3月に「2025年内に5,000台を生産」56 と報じら
れた後、5月には「その目標を断念」57 と報じられ、6月にはMuskが「2025年中に1,000
台以上を自社工場で稼働」24 と述べるなど、情報は錯綜しており、短期的な生産目標
は極めて流動的であると推定されます。 

●​ 分析と考察​
Teslaの戦略は、従来のロボットメーカーとは根本的に異なります。彼らの目的は、単に「ロボッ
トを製造・販売すること」ではなく、FSD-AIとOptimus（ハードウェア）を組み合わせることで、ス
ケーラブルな「ロボットによる労働力（Workforce as a Service）」を自社で独占的に生み出し、
活用することにあると推定されます。​
Muskが目標とする2万ドルの製造原価 26 でロボットを生産でき、そのロボットが仮に年間5万ド
ルの価値を持つ人間の労働を代替できるならば、そのROI（投資対効果）は計り知れません。
MuskがOptimusを「無限の金儲けのバグ（infinite money glitch）」25 と表現したのは、このビ
ジネスモデルを指していると考えられます。​
また、TeslaのAIリードであるJulian Ibarz氏が、現在のR&D用試作ライン（2025年11月公開）26 
について、「来年稼働する真のスケーラブルな生産ラインは、ただ大きくなるだけでなく『全く異

なる』ものになる」とSNS上で強調している点 26 は重要です。これは、V3（2026年 Q1発表予
定）58 が、現在のV2プロトタイプとは根本的に異なる、大量生産を前提とした設計（Design for 
Manufacturing）に刷新されていることを強く示唆しています。 

 

4-2. グループ2「ハイパースケール・スタートアップ」の戦略 

 

このグループの共通戦略は、AIブームに乗って調達した巨額の資金（数億ドル規模）をテコに、AI開
発と「アンカー・カスタマー」との実証実験を同時に進める「電撃戦（Blitzscaling）」です。市場が確立
する前に、デファクトスタンダード（事実上の標準）の地位を確立することを目指します。 

●​ 企業概要: Figure AI 
●​ 戦略分析:​

Figure AIは、このグループの典型であり、最もアグレッシブな資金調達とパートナー戦略を推進
するプレイヤーです。 
1.​ 巨額の資金調達（ハイパースケール）: Figure AIの戦略は、その圧倒的な資金調達力に支
えられています。2023年にSeries Aで7,000万ドル 27 を調達した後、2024年2月には
Microsoft, NVIDIA, OpenAI, Bezos Expeditions（Amazon創業者ジェフ・ベゾス）といった
テクノロジー業界の巨人を網羅する形で、6億7,500万ドル（Series B）を調達 27。さらに

2025年にはSeries Cで10億ドル以上を調達し、評価額は390億ドルに達したと報じられて



います 29。 
2.​ アンカー・カスタマー戦略: 2024年1月、BMW Manufacturingとの商業契約を発表 3。これ
は単なるR&D提携ではなく、BMWのサウスカロライナ州スパータンバーグ工場 9 における
「実運用（自動車生産ラインでのタスク）」を目的としたものです 3。この世界有数の製造現
場という「実証の場」を早期に確保したことが、Figureの最大の強みとなっています。 

●​ ロードマップとIR情報 (2025年) 
○​ BMWでの展開: 2024年1月の契約に基づき 3、2025年に入りBMW工場での実証実験が進
行中です。当初は限定的なフィジビリティスタディ（小規模な実現可能性調査）ではないかと

の見方もありました 60 が、2025年11月現在、Figure 02はシートメタル（板金）部品の扱い
や組立治具への挿入といった、実際の製造タスクを管理していると報告されています 9。 

○​ OpenAIとの提携解消 (2025年11月): 2025年11月、FigureのCEOであるBrett Adcock氏
は、2024年2月の資本提携 27 以来続いていたOpenAIとの協力協定を終了する決定を下し
ました 61。これは、FigureのAI戦略における重大な転換点です。 

●​ 分析と考察​
2025年11月のOpenAIとの提携解消は、Figureの戦略を理解する上で最も重要な出来事です。
Adcock氏は提携解消の理由として、「汎用的なAIモデル（OpenAIが開発）は、Embodied AI
（物理的なロボット）を効果的にスケールさせるには不十分だ」と述べています 62。​
この動きは、Figure AIが「他社のAIに依存するハードウェアメーカー」に留まることを拒否し、自
社でロボットの物理動作に最適化された専有AIモデル（Proprietary AI）64 を開発する、Tesla
（グループ1）に近い「垂直統合」路線に舵を切ったことを示唆します。これは、自社の知的財産（
IP）価値と長期的な競争力を高めるためには必然的な動きですが、同時にOpenAIという強力な
パートナーを失う短期的なリスクを負うことにもなります。 

●​ 企業概要: Agility Robotics 
●​ 戦略分析:​

Agilityは、Figureよりも早くからアンカー・カスタマー戦略を実行し、応用分野を「物流」に明確に
定めることで、現実的な市場浸透を図っています。 
1.​ アンカー・カスタマー戦略 (Amazon): AgilityはAmazon Industrial Innovation Fund（AIIF）
から出資を受けており 30、Amazonと極めて強固な関係を構築しています。2023年10月に
は、Amazonのオペレーション施設で「Digit」のテストを開始すると発表しました 4。 

2.​ 明確な初期ユースケース: Amazonとの初期テストは「トート（空のプラスチック製コンテナ）
のリサイクル」10 という、極めて具体的かつ反復的な作業に絞り込まれています 45。これ

は、まず単純作業でロボットの信頼性とROIを証明し、フットプリント（導入実績）を確立した
後、徐々にタスクを拡大（例：ピッキング、棚入れ）していくという、極めて現実的でクレバー

なGTM（Go-to-Market）戦略です。 
3.​ 生産体制の確立: オレゴン州セーラムに7万平方フィートのロボット製造工場「RoboFab」を
開設 10。初年度で数百台、将来的には年間1万台以上のDigitを生産する能力を持つ計画
であり 10、2025年中の一般市場への提供開始を目指しています 10。 

●​ 分析と考察​
Agilityの戦略は「一点突破」と評せます。FigureがBMWとの提携で「汎用性」を広くアピールす
るのに対し、Agilityは「物流」、さらに「トート移動」という一見ニッチな一点にリソースを集中して
います 10。しかし、これはAmazonの倉庫網という、水平展開が容易な巨大市場において、最も



導入障壁が低く、ROIを出しやすいタスクを選んだ戦略です。RoboFabの建設 10 により、「AI開
発」「GTM」「生産」という3つの課題を同時に解決しようとしています。 

●​ 企業概要: Apptronik 
●​ 戦略分析:​

Apptronikは、技術的な信頼性（NASA由来）と、AIパートナーシップ（Google）を組み合わせるこ
とで、FigureやAgilityとは異なるアプローチを採っています。 
1.​ 技術的バックグラウンド: Apptronikはテキサス大学オースティン校の研究室からスピンア
ウトし、NASAのヒューマノイドロボット「Valkyrie」の開発にも深く関与した経歴を持ちます 22

。この「NASAの系譜」が、ハードウェアの堅牢性や信頼性に対する技術的な信頼を担保し
ています。 

2.​ パートナー戦略 (GTM): Figure (BMW)、Agility (Amazon) と同様に、Mercedes-Benz 31

（自動車）、およびGXO Logistics 31（物流）といった大手企業とR&Dパートナーシップを締結
し、実証の場を確保しています。 

3.​ パートナー戦略 (AI): FigureがOpenAIと決別したのとは対照的に、ApptronikはGoogle 
DeepMindと戦略的パートナーシップを結び、自社のヒューマノイド「Apollo」にGoogleの最
先端AI（Gemini 2.0）を統合するアプローチを採っています 31。 

●​ 分析と考察​
Apptronikは、ヒューマノイドロボットのバリューチェーンにおいて、「AI（頭脳）」をGoogleのよう
なAIジャイアントに任せ、自らは信頼性の高い「ハードウェア（身体）」と「業界特化のインテグ
レーション（導入支援）」に注力する、明確な「水平分業」モデルを選択していると推定されます。​
これは、AI開発の莫大なコストとリスクをAIパートナー（Google）にオフロード（移管）する合理的
な戦略であり、AIの内製化に舵を切ったFigureとは正反対のアプローチです。市場は今後、「垂
直統合AI（Figure）」と「水平分業AI（Apptronik）」のどちらが、より速く、より安価に、より高性能
なソリューションを提供できるかを試すことになります。 

 

4-3. グループ3「IP・ニッチ特化型」の戦略 

 

このグループは、グループ2のようなハイプやバリュエーション（企業価値評価）の競争よりも、長期
的な競争優位の源泉となる「堀（Moat）」の構築を優先する戦略を採ります。 

●​ 企業概要: Sanctuary AI 
●​ 戦略分析:​

Sanctuary AIは、公表されている資金調達額やメディア露出（ハイプ）ではFigureに劣るもの
の、特許戦略（IP）において独自の「ディフェンシブ（防衛的）戦略」を採っています。 
1.​ IPファースト戦略: PatentVest 6 やMorgan Stanley 5 といった第三者による特許分析レ
ポートは、Sanctuary AIがスタートアップの中で最も強固な（defensible）特許ポートフォリ
オを構築していると指摘しています。スタートアップとしては唯一、SonyやHondaといったレ
ガシー企業群に匹敵するグローバルトップ20の特許保有者にランクインしているとの報告
もあります 18。 

2.​ 特許の内容: 特に、ロボットの汎用性を実現する上で最も困難とされる「触覚（touch）」と



「把握（grasping）」に関連する重要IPを、内部開発および他社（Tangible Research, 
Giant.AI）からの買収によって積極的に確保しています 66。 

3.​ GTM戦略: グループ2と同様、アンカー・カスタマー戦略を採用しています。世界最大級の
自動車部品メーカーであるMagna（マグナ）と戦略的パートナーシップおよび出資契約を締
結 67。Magnaの製造ライン（Magnaは産業用ロボットの最大級ユーザーでもある）で、自社
ロボット「Phoenix」の実証を行います。 

●​ 分析と考察​
Sanctuary AIは、Figureとは正反対の「アンチ・ハイパースケール」戦略を採っていると分析され
ます。CEOのJames Wells氏は「スマートフォン（の登場時）のように、IP資産は計り知れない価
値を持つようになる」と述べ 5、ハードウェアやAIモデルが将来コモディティ化（汎用品化）するこ
とを見越していると公言しています。​
彼らの戦略は、ハードウェアのコスト競争 15 やAIモデルのオープンソース化 20 が進んだ未来
でも、触覚や把握に関する「必須特許」を押さえることで、ライセンス収入や技術的優位性を確

保できるという、長期的な賭けに基づいています。 
●​ 企業概要: UBTECH Robotics 
●​ 戦略分析:​

UBTECHは、中国市場に強力な軸足を置き、「IPO（株式公開）」による資金調達と「実契約」によ
る事業拡大を最優先する、極めて実利的な戦略を採っています。 
1.​ 「ヒューマノイド第1号」上場企業: UBTECHは香港証券取引所に上場しており、「世界初の
ヒューマノイドロボット株」としての地位を確立しています 8。これにより、グループ2の企業
のようなVCの意向やハイプに依存しない、安定した資金調達が可能になっています。 

2.​ GTM戦略 (実績): UBTECHの戦略は、米国スタートアップがまだ「実証実験（PoC）」の段階
にあるのに対し、一歩先の「商業契約」の段階に入っています。2025年の中間報告（H1 
2025）44 では、中国国内の新エネルギー車（EV）やバッテリー業界の主要顧客から複数の
リピート購入を獲得したと発表 44。直近では8億元（約159億円）規模の受注があったと報じ
られています 8。 

3.​ AI戦略: Huawei（ファーウェイ）との戦略的提携により、クラウドとAIインフラ（Swarm Brain 
Network 2.0）を活用し、多数のロボットの知能をスケールさせる戦略です 8。 

●​ 分析と考察​
UBTECHの最大の強みは、米国スタートアップ（グループ2）が直面する「ハイプ・バブル」のリス
ク 18 とは無縁な点です。彼らは、2025年上半期に27.5%の収益成長（売上6.21億元）を達成 8 
しており（ただし純損失は継続 8）、中国という巨大な国内市場と政府の強力な支援 70 を背景
に、「実ビジネス」としてヒューマノイドの販売・運用台数を着実に拡大しています。 

●​ 企業概要: Fourier Intelligence 
●​ 戦略分析:​

Fourierは、自社の既存の強み（リハビリテーション技術）からスタートし、徐々に汎用市場へと
展開する「ニッチ・ファースト」戦略を採っています。 
1.​ GTM戦略 (ニッチ): 同社はもともと医療用・リハビリテーション用の外骨格（Exoskeleton）
のメーカーとして、グローバルな病院ネットワーク（2000以上の組織）を持つ企業です 7。 

2.​ 技術の転用: この分野で培った高度なアクチュエータ技術や歩行制御技術（分析基準1）を
活用し、汎用ヒューマノイド「GR-1」を開発しました 73。 

3.​ 初期ターゲット: GR-1の初期の応用先として、研究開発 72 と並び、「医療・リハビリ」7 を明確



に掲げています。これは、規制が厳しく参入が困難な反面、一度承認されれば競合が参入

しにくく、安定した市場が見込める「ニッチトップ」戦略です。 

 

4-4. グループ4「レガシーR&D・アライアンス型」の戦略 

 

このグループは、ヒューマノイドロボット開発の「第一世代」であり、その豊富な資産（IP、研究者、資
金力）を、2025年現在の市場環境に合わせて最適化（再配置）しています。 

●​ 企業概要: Hyundai (Boston Dynamics) 
●​ 戦略分析:​

Hyundai（現代自動車）は、2021年にBoston Dynamics（BD）を買収 33 し、「レガシーR&D」企
業の代表格であったBDを、自社グループの「商用化」部隊へと変革させています。 
1.​ 製品の商用化: BDは2024年4月、研究用であり象徴的な存在であった油圧式のAtlasを引
退させ、商用化と実用性を前提とした「全電動式（All-Electric）Atlas」を発表しました 33。こ

れは、BDが本格的に市場参入する明確な意思表示です。 
2.​ GTM戦略 (グループ内): Tesla（グループ1）と同様、HyundaiはBDの最初の、そして最大の
「アンカー・カスタマー」となります。2025年後半から、Hyundaiがジョージア州に新設した
EV・バッテリーの巨大工場（Metaplant America）34 にAtlasを試験導入し、自動車製造ライ
ンにおける部品の仕分けや重量物の運搬といった実タスクに従事させる計画です 34。 

●​ 分析と考察​
Hyundaiの戦略は、Tesla（完全自社開発）とグループ2（スタートアップと提携）の中間的な戦略
と見ることができます。すなわち、BDという「外部の最先端技術（アジリティ、動的バランス）」75 
を買収によって「内部化」し、自社の巨大な製造現場（Metaplant）34 という「実証の場」を使って
スケールさせるという、非常に効率的かつ強力なアプローチです。 

●​ 企業概要: Toyota (Toyota Research Institute - TRI) 
●​ 戦略分析:​

Toyotaは、自社単独でのヒューマノイド商用化には慎重な姿勢を見せる一方で、より高次な「AI
プラットフォーム」の供給者としての地位を狙う、極めて高度なアライアンス戦略を採っていま

す。 
1.​ R&Dアライアンス: 2024年10月、Toyota Research Institute (TRI) は、Boston Dynamicsと
の研究パートナーシップを発表しました 37。 

2.​ 役割分担: この提携の核心は、TRIが開発した「大規模行動モデル（Large Behavior 
Models - LBMs）」36 という最先端のAI（頭脳）を、BDのAtlasという世界最高峰のハードウェ
ア（身体）に実装し、共同で研究を加速させる点にあります 37。 

3.​ 自社R&D: 並行して、自社（フロンティア・リサーチ・センター）でもHSR（Human Support 
Robot）を用いた「ロボティクス基盤モデル」の研究も進めており 76、AI開発は全方位で継続
しています。 

●​ 分析と考察​
このTRIとBDの提携は、ヒューマノイドロボット市場の戦略を読み解く上で、最も重要な動向の一
つです。なぜなら、世界第1位の自動車メーカー（Toyota）39 が、世界第3位の自動車メーカー（



Hyundai）39 の「傘下企業（BD）」に、自社の最先端AI技術を提供するという、「競合の枠を超え
た協力（Coopetition）」だからです。​
この動きから、Toyotaは、ヒューマノイド市場の長期的な覇権が「ハードウェア（身体）」の製造で
はなく、「AI（頭脳）」のプラットフォームにあると見定めている可能性が示唆されます。彼らは、
自社のLBM 36 が、PCにおけるWindowsやスマートフォンのAndroidのような、業界標準の「OS
」となることを目指していると推定されます。そのために、あえて競合他社の（現在世界最高峰

の）ハードウェアであるAtlasを「実証の場」として選び、自社AIの優位性を世界に示すという、高
度な「プラットフォーム戦争」を仕掛けていると考えられます。 

●​ 企業概要: Honda 
●​ 戦略分析:​

Hondaは、2000年に発表したASIMO 32 によって、長年にわたりヒューマノイド研究のパイオニ
アと見なされてきました。しかし、2025年現在のHondaの公式戦略は、この「汎用ヒューマノイ
ド」市場からの明確な「戦略的転換（Pivot）」を示しています。 
1.​ 汎用ヒューマノイド開発の終息: Hondaの公式なロボティクス戦略 43 は、「多様な能力を持
つ1体のヒューマノイドロボットにこだわるのではなく」、今後は「特定の目的・機能に特化し
たロボット」を開発し、より迅速に社会実装する方針へと明確に変更されています 43。 

2.​ R&D資産の転用 (1) - EV OS: 2025年1月のCES（Consumer Electronics Show）におい
て、Hondaは新型EV「Honda 0シリーズ」（2026年発売予定）77 に搭載する、独自の車両
OS（オペレーティングシステム）として「ASIMO OS」を発表しました 40。これは、ASIMOの開
発で培われた自律性、AI、制御技術といった膨大な無形資産（IP）を、自社のコア事業であ
る自動車（SDV：ソフトウェア定義型車両）の付加価値向上に転用するものです。 

3.​ R&D資産の転用 (2) - アバターロボット: Hondaが現在「ロボティクス」として注力している
のは、人間が遠隔操作することで人間の能力を拡張する「Honda Avatar Robot」です 42。

これは、自律的に判断する汎用ヒューマノイドとは技術ツリーが異なり、2030年代の実用
化を目指しています 81。 

●​ 分析と考察​
Hondaの戦略転換は、この分野のパイオニア企業が、「現在の汎用ヒューマノイド市場は、技術
的ハードルとコスト（分析基準1）に対し、短期的な収益性（分析基準2）が見込めない」と経営判
断したことを示す、極めて重要な事例です。​
彼らは、ASIMOという世界的に有名な「ブランド資産」40 と「技術資産」43 を、ただ塩漬けにす
るのではなく、より確実性の高い（と判断した）EVおよびアバターという2つの事業領域に「再投
資」するという、合理的かつクレバーな経営判断を下しました。 

 

【第5章】特許戦略と事業戦略の整合性 
 

本章では、第4章で分析した主要企業の事業戦略（IR、投資、アライアンス）と、第2章の分析基準1で
ある特許戦略（技術蓄積）を比較し、両者の間に「整合性」があるか、あるいは「ギャップ」が存在する

かを評価します。この評価から、各社の戦略の「本気度」や「隠れた戦略」を推定します。 

●​ Figure AI: 「ギャップ」あり（ただし、ギャップを埋める動きが加速） 



○​ 分析: Figure AIは、390億ドルというスタートアップとして異常なレベルの企業価値評価 29 
と、BMWという強力なGTMパートナー 3 を持ち、事業戦略（スケールとハイプ）は急速に進
展しています。しかし、複数の特許分析レポート 6 は、その巨額の評価額に対して、基盤と
なるIP（知的財産）ポートフォリオが相対的に脆弱である（＝「ギャップ」がある）と一致して指
摘しています。 

○​ 推定: この「事業（ハイプ）」と「特許（実体）」のギャップこそが、Figure AIの最大のアキレス
腱でした。2025年11月に発表されたOpenAIとの提携解消 61 は、このギャップを埋めるため
の「隠れた戦略」が表面化したものと見ることができます。つまり、他社（OpenAI）の汎用AI
に依存する「ハードウェア屋」のままでは、自社の企業価値（390億ドル）を正当化するIPを
構築できないと判断し、リスクを承知で自社専有のEmbodied AIモデル 64 を開発する道を
選んだと推定されます。これは「特許戦略（IP構築）」と「事業戦略（高バリュエーション）」の
整合性を、苦しみながらも取りにきた、必然的な戦略的ピボット（転換）であると分析されま

す。 
●​ Sanctuary AI: 「整合性」あり 

○​ 分析: Sanctuary AIの戦略は、Figure AIとは対照的です。同社の事業戦略（自動車部品大
手Magnaとの提携 67）と特許戦略（触覚・把握IPの重点的取得 66）は、強く「一致」していま

す。 
○​ 推定: 彼らの戦略は、公言されている通り 5、「ハードウェアや汎用AIがコモディティ化（汎用
品化）した未来」を明確に前提としています。その未来において、他社が模倣困難な価値の

源泉となる「触覚」や「把握」66 といった核心的なIPを、事業規模が小さいうちから先行して
抑える（＝特許戦略）。そして、そのIPの価値を、世界最大級の製造現場（Magna）で実証
する（＝事業戦略）。これは、ハイプ（過度な期待）に依存しない、極めて防衛的（ディフェン

シブ）かつ一貫したロジカルな戦略です。 
●​ Honda: 「戦略的ギャップ」（意図的な戦略転換） 

○​ 分析: Hondaは、ASIMO時代に蓄積した膨大な二足歩行関連の特許ポートフォリオ 18 を保
有しています。しかし、第4章で分析した通り、現在の事業戦略は、汎用ヒューマノイド開発
からは事実上撤退し、アバターロボット 42 とEV向けOS 40 にシフトしています。 

○​ 推定: これは、特許ポートフォリオと現在の事業戦略の間に「意図的なギャップ」が存在する
状態です。Honda経営陣は、汎用ヒューマノイド市場の短期的な収益性を疑問視し、
ASIMO開発で得た膨大な特許・技術資産を「アンバンドリング（分解）」しました。そして、
ASIMOの「ブランド価値とAI資産」はEV事業（ASIMO OS）41 に、「ロボティクスR&D資産（特
にマニピュレーション技術）」はアバターロボット 43 に、それぞれ振り分けるという明確な経
営判断を下したことを示唆します。これは「失敗」や「ギャップ」ではなく、R&D資産の「最適
配分」という高度な経営戦略の実行結果です。 

●​ Toyota: 「プラットフォーム戦略」への整合 
○​ 分析: Toyota（TRI）は、自社でのハードウェア（身体）開発を前面に出すのではなく、自社の

AI（頭脳）であるLBM（大規模行動モデル）36 を、競合（Hyundai）のハードウェア（Atlas）37 
に提供するという、異例のアライアンス戦略を選択しています。 

○​ 推定: これは、Toyotaが「特許戦略（AI/LBMのIP化）」と「事業戦略（プラットフォームのデ
ファクトスタンダード化）」を高度に「整合」させていることを示します。彼らの「隠れた戦略」

は、ヒューマノイドの「ハードウェア製造者」としてTeslaやFigureと真っ向から競争することで



はなく、全てのヒューマノイドに搭載される「OS（頭脳）の供給者」になることである可能性が
強く示唆されます。 

 

【第6章】主要戦略グループおよび企業の競合比較 
 

●​ 戦略グループ間のポジショニング比較​
【第2章】で定義した4つの戦略グループは、それぞれ異なる強み、弱み、戦略、ビジネスモデル
を持っています。 
○​ グループ1「垂直統合型」 (Tesla): 

■​ 強み: AI、ハード、生産、需要（自社工場）の全てを内製化 24 することで、他社の追随を
許さないコスト競争力と開発スピードを実現できるポテンシャルを持ちます。 

■​ 弱み: 投資額が莫大であり、全ての要素を自社で開発・生産するリスクを単独で負いま
す。 

○​ グループ2「ハイパースケール型」 (Figure, Agility): 
■​ 強み: 巨額のVCマネー 28 と大手企業とのパートナーシップ 3 をテコに、「スピード」を最
重視し、市場の立ち上がりと同時にシェアを獲る（GTM）戦略に優れます。 

■​ 弱み: IP（特許）の脆弱性 18 や、ハイプ・バブル崩壊のリスクを抱えます。実証実験（
PoC）で早期にROI（投資対効果）を証明できなければ、資金繰りが一気に悪化する可
能性があります。 

○​ グループ3「IP・ニッチ特化型」 (Sanctuary, UBTECH): 
■​ 強み: 「IPの堀」（Sanctuary 5）や「特定市場での実績」（UBTECH 8, Fourier 7）を重視。
成長スピードはグループ2に劣る可能性がありますが、景気後退局面や市場の「幻滅
期」において高い防御力（Defensibility）を発揮します。 

■​ 弱み: グループ2のスピード感に市場を席巻された場合、ニッチ市場に留まる可能性が
あります。 

○​ グループ4「レガシー型」 (Hyundai, Toyota, Honda): 
■​ 強み: 豊富な既存IP（特許資産）18 と潤沢な資金力、そしてグローバルな製造・販売網
という、他グループを圧倒する経営リソースを持ちます。 

■​ 弱み: 既存事業が巨大であるため、経営判断が遅れる、あるいは社内政治によって大
胆な戦略が採りにくい可能性があります。ただし、Hyundai（買収）33、Toyota（AI提携）
37、Honda（戦略的撤退）40 と、各社が明確な戦略を打ち出しており、この弱みを克服し
つつあります。 

●​ 主要企業ポジショニング比較表（マトリクス）​
以下のマトリクスは、各社が「AI（頭脳）」と「GTM（市場）」という2つの最重要課題に対し、どのよ
うな戦略的選択（内製/提携）をしているかを可視化したものです。 

 

企業名 戦略グループ 主要AI戦略（頭 主要GTM戦略 IP/生産戦略の



脳） （市場） 特記事項 

Tesla 1. 垂直統合型 内製 (FSD-AIを
転用) 24 

内製 (自社工場
で消費) 24 

垂直統合 / 100
万台/年ライン
計画 25 / 目標
COGS 2万ドル 
26 

Figure AI 2. ハイパース
ケール型 

内製へ移行 62 
(旧OpenAI 27) 

提携 (BMW) 3 ハイプ先行 / 評
価額（$39B）29 
に対しIP構築が
課題 18 

Agility 
Robotics 

2. ハイパース
ケール型 

内製 (自社開
発) 

提携 (Amazon) 
4 

RoboFab (年1
万台) 10 / 物流
（トート）に特化 
10 

Apptronik 2. ハイパース
ケール型 

提携 (Google 
DeepMind) 31 

提携 
(Mercedes, 
GXO) 31 

NASA由来の
ハード信頼性 22 
/ AI水平分業モ
デル 

Sanctuary AI 3. IP・ニッチ特
化型 

内製 (Carbon 
AI) 

提携 (Magna) 
67 

IPファースト戦
略 (特に触覚・
把握) 5 / 防御
的戦略 6 

UBTECH 3. IP・ニッチ特
化型 

提携 (Huawei) 
8 

実販売 (中国
EV工場) 8 

IPO済 / 実契
約・売上重視（8
億元受注） 8 

Hyundai (BD) 4. レガシー型 内製 (BD) + 提
携 (Toyota TRI) 
37 

内製 (Hyundai
工場) 34 

買収によるIP獲
得（BD） / グ
ループ内展開 

Toyota (TRI) 4. レガシー型 AIプラットフォー
ム提供 36 

提携 (BDへAI
提供) 37 

AI（LBM）のOS
化（デファクト

化）を狙う 

Honda 4. レガシー型 （戦略転換） （戦略転換） 既存IPをEV OS 



40 とアバター 42 
に転用 

このマトリクスから、いくつかの重要な戦略的パターンが読み取れます。 
第一に、「AI（頭脳）」の調達方法が「内製」（Tesla, Figure, Agility, Sanctuary）と「提携」（Apptronik, 
UBTECH, Hyundai/Toyota）で明確に分かれている点。 
第二に、「GTM（市場）」の開拓方法が、自社グループ内（Tesla, Hyundai）と、外部パートナー（
Figure, Agility, Apptronik, Sanctuary）で分かれている点です。 
特にTeslaとHyundai（BD）は、AI開発とGTM（導入先）の両方で「内製」アプローチを採っており、これ
は外部顧客の要求に応える必要がなく、開発サイクルを高速化できるため、グループ2のスタート
アップに対する強力なアドバンテージとなります。 
 

【第7章】今後の市場リスクとビジネス機会 
 

●​ 技術的ボトルネックとリスク 
○​ コストとスケーラビリティ（生産性）: 現時点で最大の技術的課題はコストです 15。アクチュ

エータ、センサー、高性能プロセッサ、そしてそれらを組み上げる製造コストが依然として高

価です。Tesla 26 やAgility 10 が巨額の投資を「生産ライン」そのものに振り向けていること
からも、技術的ボトルネックが「生産技術（スケーリング）」にあることは明らかです。 

○​ 器用さと速度（Dexterity & Speed）: 現在のロボットは、人間の手先の器用さ（例：柔らか
いケーブルの配線、多様な形状の部品の把握）や、複雑なタスクをこなす速度において、ま

だ人間に及びません 17。17 の分析では、この性能ギャップが導入を阻害する主要因であり
続けると予測されています。 

○​ 安全性と電力消費: 人間と協働する環境（特にヘルスケアや家庭）12 では、予期せぬ事態
（例：子供が飛び出す、高齢者が倒れ込む）においても、絶対に人間に危害を加えない「安

全性」の担保が必須です 16。また、強力なモーターを長時間稼働させるためのバッテリー効

率と電力消費 20 も、実用的な稼働時間を実現する上での大きな技術的ボトルネックです。 
●​ 市場リスク 

○​ ハイプ・バブルの崩壊: 現在の市場、特にグループ2（ハイパースケール型）は、2023年以
降のAIブームに乗り、巨額のVCマネーによって支えられています。しかし特許分析レポート 
6 は、その異常な評価額と実体的なIP（知的財産）との間に「Disconnect（乖離）」があると
明確に警告しています。もしアンカー・カスタマー（BMW, Amazon）での実証実験が「期待し
たROI（投資対効果）が出ない」という結果に終われば、資金流入は急速に停止し、市場は
「幻滅期（死の谷）」を迎える重大なリスクがあります。 

○​ 競合技術（非ヒューマノイド）との競合: 「ヒューマノイド（汎用）」である必要がないタスクも多
く存在します。多くの工場や倉庫では、既存の産業用ロボットアーム、AMR（自律走行搬送
ロボット）、GTP（Goods-to-Person）システムの方が、はるかに低コストで信頼性も高いの
が現実です 20。ヒューマノイドは、これら「コスト効率の高い専用機」との厳しい社内ROI競
争に勝たなければなりません。 

●​ 競合が手薄な「空白地帯」 



○​ 「AI（頭脳）」と「ハード（身体）」の分離（アンバンドリング）: 
■​ AIプラットフォーム事業: ほとんどの企業が「フルスタック（AIもハードも自社）」を目指す
中、Toyota (TRI) が示すように 36、「AI（頭脳）だけ」を開発し、他社のハードウェアにラ
イセンスする「OSプラットフォーム」事業は、参入障壁が非常に高いものの、競合が手
薄な空白地帯です。 

■​ 基幹部品（コンポーネント）: 将来的にハードウェアメーカーが乱立することを見越し、ア
クチュエータや「触覚センサー付きの手（Hand）」など、性能を決定づける高性能な基
幹部品のみに特化するサプライヤーにも、大きなビジネス機会が存在します。 

○​ 非・製造/物流のニッチ応用: 
■​ スマートホーム（B2C）: 現在の主要プレイヤーの焦点はB2B（製造・物流）にあります
が、Appleが2026～2027年をターゲットにスマートホームハブや卓上ロボットを開発中
との報道 49 があり、B2C市場は巨大な「空白地帯」です。 

■​ 極限環境: 宇宙（軌道上サービス 50、火星探査 14）や災害対応など、人間が立ち入れ

ないが高コストを許容できるニッチ市場。 
■​ 高度な職人技: 51 で報じられている「人毛ウィッグの製造」のように、従来は職人技とさ
れてきたが、AIによる器用さの向上で自動化が可能になる特殊製造分野。 

 

【総括】分析結果の客観的サマー 
 

本レポートは、ヒューマノイドロボット市場について、特許データベース（技術蓄積）とIR・プレスリリー
ス（事業戦略）の二元的アプローチから分析を行った。以下に、分析によって明らかになった客観的

な事実を要約する。 

1.​ 市場の現状: ヒューマノイドロボット市場は、2024年から2025年にかけて、AI基盤モデルの進
化 2 と深刻な労働力不足 1 という二重の要因を背景に、投資と期待が急速に高まる明確な転
換期にある。金融機関による市場予測は、AIの進展を理由に、過去1年で数倍規模に大幅に上
方修正された 2。 

2.​ 主要な戦略グループ: 市場の主要プレイヤーは、その戦略的アプローチに基づき、4つの明確
なグループに分類される。 
○​ グループ1「垂直統合型」: Teslaが代表例であり、AI、ハード、生産、導入先（自社工場）の
全てを内製化する 24。 

○​ グループ2「ハイパースケール型」: Figure AI 29 やAgility Robotics 30 など、巨額のVC資金
と大手企業（BMW 3, Amazon 4）との提携により、GTM（市場投入）のスピードを最重視す
る。 

○​ グループ3「IP・ニッチ特化型」: Sanctuary AI 5 のようなIP（特許）先行型や、UBTECH 8 の
ような実契約・特定市場（中国EV）先行型が存在する。 

○​ グループ4「レガシーR&D型」: Hyundai (Boston Dynamics) 33、Toyota (TRI) 37、Honda 40 
といった伝統的企業群。各社は買収、アライアンス、あるいは戦略的転換（ピボット）という

異なるアプローチを採択している。 



3.​ 主要な応用先: 現在の商用化（または最終PoC段階）は、自動車製造ライン（例：BMW 3）と物流
倉庫（例：Amazon 4）での反復的な物理タスクに集中している。3〜5年後の次期市場として、ヘ
ルスケア・介護 11 が最有力視されている。 

4.​ 戦略の核心的な分岐: 
○​ AI（頭脳）: AIを内製化する路線（Tesla, Figure 62, Sanctuary）と、AIジャイアント（Google 31, 

Huawei 8）と提携する路線（Apptronik, UBTECH）に分岐している。 
○​ GTM（市場）: ほぼ全プレイヤーが、初期市場として「自動車」または「物流」のいずれかの
大手企業をアンカー・カスタマーに設定している。 

5.​ 特許と事業のギャップ: 
○​ Figure AIのように、事業評価（ハイプ）がIP蓄積に先行している企業（ギャップあり）6 と、

Sanctuary AIのように、IP蓄積を事業戦略の核に据えている企業（整合性あり）5 が存在す
る。 

○​ Hondaのように、過去の膨大な特許資産 18 と現在の事業戦略（EV OS 40, アバター 42）が

意図的に「乖離」している（＝合理的な戦略的転換）事例も確認された。 
6.​ 主要なリスク: 市場の最大の不確実性は、1) 高額な製造コスト 15、2) 人間の速度・器用さとの性
能ギャップ 17、3) VCマネー主導の「ハイプ（過度な期待）」18 と、実証実験（PoC）におけるROI
（投資対効果）とのギャップである。 
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